
2011年4月吉日

共催：川崎糖尿病懇話会・川崎市内科医会・ﾉﾎﾞ ﾉﾙﾃﾞｨｽｸ ﾌｧｰﾏ株式会社

この度の平成23年東北地方太平洋大地震で被災された方々に心よりお見舞い申し上げます。
一日も早く復旧されますよう、心からお祈り申し上げます。

さてこの度、下記のテーマにて、第45回川崎糖尿病懇話会を開催させて頂く運びとなりました。
つきましては、万障お繰り合わせの上、何卒ご参加賜りますようご案内申し上げます。

ＰＲＯＧＲＡＭＰＲＯＧＲＡＭ

（川崎糖尿病懇話会ホームページ：http://home.m03.itscom.net/konwakai/）

＊本会は、日本糖尿病療養指導士認定更新のための単位（0.5単位）、
ならびに神奈川糖尿病療養指導士認定更新のための単位（2単位）を申請中です。
＊本会は、日本糖尿病協会療養指導医取得のための講習会に申請中です。
＊当日は参加費（￥500）が必要ですので宜しくお願い致します。
＊会場に軽食を用意しております。

テーマテーマ ：： ＧＬＰＧＬＰ--11アナログ製剤の糖尿病治療における役割アナログ製剤の糖尿病治療における役割

おばな内科クリニック 院長 小花光夫 先生

製品紹介
19:00～19：10

GLP-1受容体作動薬 ﾉﾎﾞ ﾉﾙﾃﾞｨｽｸ ﾌｧｰﾏ株式会社

おばな内科クリニック 院長 小花光夫 先生

一般講演Ⅰ
19:10～19：35

一般講演Ⅱ
19：35～20:00

「Ｌｉｒａｇｌｕｔｉｄｅにより体脂肪分布は変化するか？」
聖マリアンナ医科大学 代謝・内分泌内科 佐田 幸由 先生

「当院におけるリラグルチドの使用経験」
川崎幸病院 副院長 沢 丞 先生

日本医科大学武蔵小杉病院大学院医学研究科 教授 南史朗 先生

特別講演
20:00～21：00

「リラグルチド180症例の使用経験
ーその実力と限界ー」

東海大学医学部 腎内分泌代謝内科 准教授 鈴木大輔 先生

日 時 ： 2011年6月23日（木） 19：00～21：00

場 所 ： 日本医科大学武蔵小杉病院 南館講堂
川崎市中原区小杉町1番地396 ＴＥＬ：044-733-5181

第４５回第４５回 川崎糖尿病懇話会川崎糖尿病懇話会

総合司会

一般講演座長

特別講演座長



日本医科大学武蔵小杉病院南館講堂
アクセス方法

会場
２F

20時以降閉門される為、この場所への駐車はご遠慮ください

・ JR南武線 武蔵小杉駅より徒歩4分
・ 東急東横線・目黒線 武蔵小杉駅北口より徒歩4分、新丸子駅西口より徒歩4分

※ お車でお越しの方は、必ず駐車券を会場までお持ちください。
（ 会場にて、スタッフが押印処理させていただきます ）


